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時間法 （TOF ）で測定す る こ とに よっ て ， 反応 で 生成 され る分子 イ オ ン の 終状態 を解析 し た 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 b 　 　　 　　 e

前者 は衝突 エ ネル ギー 60eV ， 散乱角 0 〜 1， 後者は衝突 エ ネル ギー 100eV 及 び 110eV ， 散乱

　 　 e　 　 　　 　 o

角 0 〜 3 で ス ペ ク トル が得 られ た （図 1〜 4 ）。

　そ の 結果 ， 散乱角 0
°
の とき ， A

＋ − NO で は tiE 〈 0 ， At − CO で は FCF ： O の 状態が生成
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 r　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 r

され て お り， さらに散乱角 が 増加 す るに っ れ て，高 い 振 動状態 が生成 され る とい うこ とがわ か

っ た 。

　共 鳴効果及 び Franck−Condon 原理 で はイオ ン
ー
分子 間 電荷移 行反 応 を説 明 す る こ とが明 ら

か とな っ た 。 そ の 原因は ， こ れ らの もの が ， イ オ ン
ー

分子 の 核問距離 が無 限大の と きの ポテ ン

シ ァ ル に も とつ い た量 で あ る か ら で ある 。幸い （A − NO ）
＋

系 に つ い て は ， 核間距離 の 関数と
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 r

して の ab 　initioポテ ン シ ァ ル が得 られ て い る の で ，始状態 と終状態 の ポテ ン シ ァ ル 曲線の 交

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

差に よ っ て 実験結果 を定性 的 に解析 した 。 A − CO に つ い て は ，その よ うな ポ テ ン シ ァ ル が得
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 r

られ て い な い の で ， 遠距離力 に よ る ポテ ン シ ァ ル を用 い て 実験結果 の 検討 を行 な っ た ．

7． 強磁 性合金 CoTi
（1

−
、 ）
M

、

の X 線光電子 ス ペ ク トル

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 鎌　田　　 到

　本実験 は ， AeK
、 1、2線 を用 い ， 強磁性合金 CoTi

（1＿． ）
Ae

、

の 内殻準位光電子 放出ス ペ ク トル

を測定 した 。

　試料 は ，
バ ル ク状 で ， 試料準備槽 にお い て 破断 し ， 試料移動機構に よ っ て ， 系内を超高真空

に 保ろた ま ま ， 分析槽に 試料 を送 り， 測定が行な われ た 。

　下 図は ， Co　2　p 領域 の 光電子 ス ペ ク トル で あ る 。

　測定は ， 大き く 3 つ に分けて解析 され た。第 1 は，合金 化に よる内殻準位の 変化 で ある。各

構成元素 の 内殻準位結合 エ ネル ギの 合金化に よ る変化は ， Co で は ， 変化 は認 め られ な か っ た 。

Ti で は ， 合金化 に よ り， 高結合 エ ネ ル ギー
側に

，
2p 準位で ，　 O．2 ・− O．6　eV ， 3p 準位 で ，

0．7 − O．8eV の 移動が観測 され た 。
　 A6 で は ， 低結合 エ ネル ギ

ー
側に ， 2p 準位で は ， 0．4 〜

0．8eV ， 2s 準位 で は ，
　 O．5 〜 O．8eV の 移動が観測 され た。

　第 2 は ， ス ペ ク トル 形状の 合金化に よ る変化 で ある 。 金属 の 内殻準位光電子 ス ペ ク トル 形状

は ， 非対称 を示 めす 。 こ れ は ， 光電子放出 の た め に で きた 内殻正 孔 の ポテ ン シ ャ ル に よ る伝導

電子 の 散乱に よ っ て 現われ る 。 Co　2　p312 で は ， 濃度 x が増 加す る に つ れ て ， ス ペ ク トル 形状

の 非対称性 が増 して い る 。純 Co で は ， 合金系以上 に非対称性が増 して い る 。 こ の 非対称性の
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違 い は ， フ ェ ル ミ準位 の 状態密度 の 違 い を反 映 し て い る 。

　第 3 は， Co2p 　，！2
内殻準位線に現 わ れ るサ テ ライ ト構造 の 合金化 に よる変化 で ある 。 内殻

正 孔 との 準位 の 相互作用 に よ っ て 現わ れ る。そ の 強度は ， 純 Co が最 も強 く， 濃度 x が ， 増加

す る に した が っ て 弱 くな っ て い くと共 に ， こ の 位置 が主 ピ
ー

ク位置 に近 づ い て い くこ とが観測

され た 。 こ の 変化は ， d バ ン ドの 充満度 と ，
　 s

− d 混成 の 違 い に よ っ て い る と思わ れ る 。

8． NMR か ら み た Ni2MnSn の 伝導電子分極 と
，

　　Pd2　MnSn の 冷問加工 に よ る 磁化 の 減少

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 佐 藤　光　正

　L21 型結晶構造を もつ ホ イ ス ラ
ー

合金で ，　 Mn の み が ， 磁気 モ
ー

メ ン トをもつ 強磁 性ホ イ ス

ラ
ー

合金 は ， Mn 同志 の 距離 がお よそ 4A と離れて い るた め強磁性 を示 す起源 は 間接的な 交換相

互作用だ けが重要 で あ る と考え られ る 。 こ の 交換相互 作用が ， 主に S 一
伝導電子 を媒介す る も

の で ある と して ， 磁化測定， NMR を行な い
， 伝導電子分極 を見積 っ た 。 実験は局在磁気 モ

ー
メ
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